
「ともだち」 
	

先日の朝会で，絵本を読みました。読み聞かせと言えるほど，そんなに上手な読み方ができるわ

けではありませんが，とにかくいろいろ子どもたちに考えて欲しいと思い，本を選びました。	

１年生から６年生まで対象となると，本を選ぶのも難しいものです。こういう時には下の学年に

合わせて，絵本を使います。今回選んだのは，谷川俊太郎さんの「ともだち」という作品です。け

っこう有名な作品なので，お持ちになっているご家庭もあるかもしれません。	

内容を吟味している時，どうにもひっかかった箇所があり，実はそ

の部分だけを読み飛ばそうか迷いました。基本的に読み聞かせという

のは，意図的に内容を一部改ざんすると，著作権に反することになり

ますので，一部を読まないと言うことはあり得ません。	

今回選んだ絵本は，「みんなが生きていく上でともだちという存在

はとっても大事なもの」といった趣旨の内容なのですが，その中に次

の一文がありました。	

「（けんかをしたとき）おかあさんや	 おとうさんや	 せんせいに	 いいつけるのは	 ずるいんじ

ゃないかな」という部分です。読み終わった後で，私なりの解説を入れました。	

嫌なことは嫌，駄目なことは駄目と面と向かって言えるのが友だちということです。でもそうで

はなく，嫌だなとか，やめて欲しいなとか，どうしたらいいかなとか，こういう「すこし困った気

持ち」を大人に話すことは，言いつけるということではなく，相談するということです。大人たち

は子どもから相談されたいと思っているから，友だちのことで悩んだ時には，どうぞ先生やおとう

さん，おかあさんに相談してみなさいと。	

著者である谷川俊太郎さんが，いつ，どういう気持ちでこの部分を書いたのかは分かりません。

ただ,その頃と,子どもの本質は変わらなくても，子どもを取り巻く環境が昔の時代とは少し異なっ

てきているのかと勝手に判断しました。友だちって何だろうと，ふっと立ち止まって考えてみると，

簡単なようでとても難しいテーマなのかなと思います。学校の図書室に，友だち関係が描かれてい

る絵本がたくさん並んでいました。いっぱい子どもたちにも読んで欲しいと思います。	

	

自転車に乗るとき 
	

	 サイクリングのことについては，前にこのおたよりで書きました。天気に恵まれた休みの日には，

意図的に走るようにしております。10 年ほど前から始めたサイクリングですが，残念ながら明らか
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にこの頃体力が落ちてきているなと感じます。	

	 BS で放送している NHK の「日本縦断こころ旅」という番組では，私よりも年上の火野正平さんが

全国各地，視聴者の思い出の場所を自転車で訪ねていきます。6 月 終週は秋田県を走っていました。

田園風景が登場し，たまらなく自分も出かけたくなりました。秋田には 20 年ばかり住んでいました

が，考えてみると自転車で走ったのは高校の通学だけでした。こころ旅の 終日は八峰町といって，

旧八森町というこれまた昔住んでいたことのあるところでした。白神山地が海の近くまで迫った JR

五能線の沿線です。小さな漁村が続く，過疎化の進んだ町並みでした。今年のお盆に帰省したら，

あの風景の中を走りたいなと思いました。	

	 自転車で走っている時には，車ではぜったい気づかない景色が見えます。あれ，あそこの畑に植

わっているのはなんの野菜かなとか，このとっても香りのいい花の匂いはなんだろうとか，五感で

季節をたっぷりと感じることができます。一番好きなのは，春になり温かくなってきた頃の土の匂

いと，秋風にそよぐ稲穂の風景でしょうか。	

	 自転車人口が増えてきたことも有り，けっこうサイクリストと出会うことが多いです。青葉区の

西部に住んでいるので，通常は秋保の奥とか定義山の方を回ってくることが多いのですが，行く先々

で自転車乗りに出会います。別にルールがあるわけではないのですが，すれ違うときにはたいがい

軽く会釈するのがマナーになっています。	

	 中心部を悠々と走っている人もたまに見かけますが，私は車が

怖くて走れません。路側帯の幅が狭いような国道はまず無理です。

ダンプなどが横を通り過ぎると，風圧で飛ばされるのではないか

と思う時もあります。ですから，自然に田舎道ばかり走るように

なりました。自転車には替えのチューブと携帯空気入れが常備し

てあります。万が一パンクに見舞われたときには，その場で直す

技量がないと，サイクリングには出かけられません。丸森に勤め

ていたとき，町内を走っていると運悪くパンクしてしまい，道路

脇でタイヤを外して修理をしていたら，近くを通りかかった教え

子のおばあちゃんが，「なんだ？誰だと思ったら校長先生でねえの」と見つかってしまい，なんとも

ばつの悪い思いをしたこともありました。アスファルトの道路は，中央が膨らんでいるので，自然

にゴミなどが路肩の方に雨で流されてきます。そういうゴミなどの中にガラス片などがあると，パ

ンクの原因になるようです。	

	 この文章を書いていて，ああ週末晴れないかなと天気予報ばかり気になっている自分がいます。	

	


